
皆さんが暮らす斎宮跡、訪れる斎宮跡。どんな斎宮跡にこれからしていきたいでしょうか。
三重県では、現在あらたな史跡整備を目指して計画を策定しようとしています。今回のシン
ポジウムをとおして、ぜひ、皆さんのお考えをお聞かせください。

令和８年７月５日（日）
13:30ｰ16:30
（開場13:00）

　　シンポジウム

「斎宮跡の未来像を考える」

場 所
斎宮歴史博物館

パネリスト
和泉大樹 先生（阪南大学教授）
下村由美子さん（明和町長）
竹内克己さん（国史跡斎宮跡協議会会長）
伊藤文彦 （斎宮歴史博物館職員）

基調講演
和泉大樹先生（阪南大学教授）
「史跡の未来像－史跡整備が目
指す新しい史跡の在り方」
斎宮跡史跡整備・ガイダンス施設整
備検討懇話会委員。専門は文化財や
博物館を活かした観光振興・地域づ
くり。

コーディネーター
冨本真理子先生（鈴鹿大学教授）
三重県文化賞選考委員会委員長、
斎宮歴史博物館運営専門委員。
専門は文化政策、文化観光、観光ま
ちづくり。

パネルディスカッション
「斎宮跡に期待する未来の地域」

報告
「第３次史跡斎宮跡整備基本方針が目指す
　斎宮跡の未来像」
令和7年度に三重県が策定した次の整備
の指針について報告します。

斎宮歴史博物館職員 伊藤文彦

参加者の皆さんにご意見をお書き頂き、それをもとに
未来の斎宮跡について議論します。

シンポジウムのお問合せは調査研究課まで
月曜日から金曜日　９：００～１７：００

参加無料
事前申込不要
当日13時から受付開始


